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小沼 光代 

○静岡県藤枝市 

  予算決算常任委員会の設置について 

【所 見】 

 １日目の藤枝市では、予算・決算常任委員会について視察した。今回は、常任

委員会のメンバーから直接説明を受け、質疑にも丁寧に応じてくれた。それだけ

熱心に取り組んでいて、自信をもって成果を語れることの表れだと感じた。 

決算常任委員会では、前年度に実施された施策を評価し、次年度の予算に向

けた提言をする。予算常任委員会では次年度の予算を審査するとともに、決算常

任委員会から出された提言が予算に反映されているかをチェック。さらに、既存

の各常任委員会においても、担当分野別に現年度の課題や進捗状況をチェックし

ている。議会主導での監視機能のサイクルが出来上がっている。 

当初は個々の議員から膨大な提言があり、機能不全に陥ったというが、今で

は７０程度の重点項目や前年度からの課題を踏まえた上で執行部に提言し、その

ほとんどが受け入れられているという。驚くべき内容だった。 

予算・決算の資料は１つにつき数百ページにも及び、数年にわたる流れを読

むには膨大な資料が必要となる。足利市議会でも、一部の議員は貸与されたタブ

レットと自前のノート PC を２台並べて資料を閲覧している。これをたった２日

間で審査する（予備日を入れて３日間）。常任委員会化すれば、時間的な余裕も

でき、よりきめ細やかな審査が可能になる。一方で、事務処理が増大し、議員側

も当局の負担も過大になる。藤枝市のようにすべての提言を受け入れる度量の広

さは他ではなかなか真似できるものではないのではないか。聞けば、藤枝市長は

前職が県の職員だったということで、こうした取り組みに理解があったという。 

もし、本市でも取り組むことができれば、市議会の存在意義が大きく変わる

ことになるだろう。まずは、議員一人一人が予算・決算資料を丁寧に読み込んで

事前の準備を整えた上で適切な提言ができるよう、能力向上に努めなければなら

ない。 

 

○愛知県一宮市 

  本会議場における大型スクリーンについて 



 

 

【所 見】 

 ２日目は愛知県一宮市へ。議会事務局から話を伺い、本会議場を見学した。 

議場の前方、天井近くには 200 インチの大型スクリーンが設置されており、一

般質問の際には壇上の議員が PCと HDMIケーブルを繋ぐだけで、PC内のデータを

スクリーン上に投影させることができる。  

スクリーンを使った一般質問を行う議員はおよそ６割。毎回特定の議員だけ

が行っているわけではないというので、全議員に浸透していると考えて良いのだ

ろう。後方の傍聴席から小さな字までは読めないということだが、グラフなどを

示すことにより、質問内容が視覚的に分かりやすくなるのは利点だ。  

議員にはタブレットの支給がされているが、セキュリティの設定により外部

機器との接続ができないため、一般質問の際には自前の PC を持ち込んで行うそ

う。プロジェクターはおよそ 500 万円。 もっと鮮明な画像にするためにはオー

ロラビジョンが必要になり、予算的な課題もあるという。 

足利市議会の場合、本会議場には 60 インチのモニターがあるが、質問者、答

弁者と議員席の一部が映し出されるだけで、議員の資料を投影しての質問は行な

っていない。見栄えを良くしようと資料作りに時間がかかり過ぎると本末転倒に

なるが、写真やグラフ等は視覚に訴えた方が質問内容の理解も進むと思う。 

なお、一宮市では、本会議の映像配信は地元の CATV、YouTube、音声配信はラ

ジオで行っているが、CATV、ラジオとの契約は全て無償ということで、これは正

直、羨ましいと思った。事業者は市民に必要な情報を提供できるということで、

双方ウィンウィンの関係にあるからだという。本市でも実現できないのだろうか。  

一宮市の新市庁舎は築 10 年目。１階の入口には各議員の登退庁が分かるモニ

ターがある。本会議場では座席上の氏名柱を持ち上げると議場での出欠が表示さ

れ、議決についても電子評決の結果が表示される。 14 階建の市庁舎のうち、12

階が議会事務局、会派控室等、13 階が本会議場、委員会室、14 階が傍聴席と、

市議会に３フロアも使っていて贅沢な造り。委員会室等はガラス張りになってい

て、３方の景色が見渡せた。また、議席側に入るにはセキュリティキーが必要に

なっていた。築年数の新しい市庁舎では当たり前になっているのかもしれない。 

華美な設備は不要だが、DX 化については、本市の新庁舎建設の際にはぜひ取

り入れたいシステムだ。 


